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語文112（2019・6　大阪大学国語国文学会）

島
津
忠
夫
著
作
集
以
後
の
著
述
目
録
・
補
訂

島　
　

津　
　

忠　
　

夫

一
、
著
述
目
録

　

島
津
忠
夫
著
作
集
第
十
四
巻
『
国
文
学
の
世
界
』（
平
成
二
十
年
、
和
泉
書
院
刊
）
に
平
成
十
九
年
（
二
〇
〇
七
）
ま
で
記
載
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
以
後
を
、

同
じ
形
式
で
追
加
す
る
。

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）　

八
十
二
歳

　

一
月　
　

過
眼
秀
歌
抄
「
日
本
歌
人
」〔
以
下
、
平
成
二
十
八
年
九
月
ま
で
毎
号
掲
載
。
略
〕

　

一
月　
　

歌
集
寸
評
「
マ
グ
マ
」〔
以
下
、
平
成
二
十
八
年
五
月
ま
で
毎
号
掲
載
（
平
成
二
十
七
年
九
月
号
除
く
）。
略
〕

　

二
月　
　

島
津
忠
夫
著
作
集
第
十
四
巻
『
国
文
学
の
世
界
』（
和
泉
書
院
刊
）

　

二
月　
　

傍
観
者
の
ひ
と
り
ご
と
―
句
集
『
白
富
士
』
を
読
む
―
「
天
華
」

　

四
月　
　

思
い
付
く
ま
ま
に
「
能
と
狂
言
」
6

　

六
月　
　

北
海
道
に
渡
っ
た
連
歌
師
卜
純
と
中
世
北
方
史
「
語
文
」
90
〔
著
作
集
第
十
五
巻
『
拾
遺
・
索
引
』
収
録
〕

　

九
月　
　

西
山
隆
二
先
生
―
京
大
入
学
の
頃
―
「
京
都
大
学
国
文
学
会
会
報
」
56

　

十
月　
　

思
い
出
す
こ
と
ど
も
（
木
村
三
四
吾
先
生
を
偲
ぶ
）「
ビ
ブ
リ
ア
」
130

57



　

十
一
月　

総
索
引
の
こ
と
―
機
械
と
手
作
業
―
「
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
会
報
」
40

　

十
二
月　

私
の
古
典
の
一
首
「
歌
壇
」

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）　

八
十
三
歳

　

三
月　
　
『
五
十
冊
の
歌
集　

寸
評
』（
国
書
サ
ー
ビ
ス
刊
）

　

三
月　
　

現
代
短
歌
大
賞
を
受
け
て
―
思
わ
ぬ
受
賞
「
現
代
短
歌
協
会
会
報
」
118

　

三
月　
　

戦
後
短
歌
史
―
展
示
品
出
品
解
説
を
通
し
て
―
（
Ⅰ
）「
吐
月
峰
」
1

　

三
月　
　

長
良
川
鉄
道
（
短
歌
十
首
）「
吐
月
峰
」
1

　

三
月　
　

島
津
忠
夫
著
作
集
第
十
五
巻
『
拾
遺
・
索
引
』（
和
泉
書
院
刊
）

　

六
月　
　

鎌
倉
行
（
短
歌
十
首
）「
源
氏
の
会　

お
た
よ
り
」
198

　

九
月　
　

尾
形
仂
の
一
書
―
『
座
の
文
学
』
―
「
俳
句
研
究
」
秋
の
号

　

十
月　
　

中
世
芸
能
と
文
学
（
特
集　

中
世
芸
能
研
究
の
視
界
）「
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
」
74
―
10

　

十
月　
　

塚
本
明
子
歌
集
『
星
哭
』
批
評
―
歌
集
と
い
う
一
つ
の
作
品
「
日
本
歌
人
」

　

十
月　
　

大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊　

中
古
中
世
編
9
『
連
歌
Ⅱ
』（
汲
古
書
院
刊
。
責
任
編
集
、
解
題
執
筆
）

　

十
月　
　

武
家
作
法
書
覚
書
（
特
別
寄
稿
）「
か
が
み
」
40

　

十
月　
　

心
す
べ
き
こ
と
に
こ
そ
「
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
会
報
」
41

　

十
一
月　

自
選
歌
十
首
『
角
川
現
代
短
歌
集
成
』（
角
川
学
芸
出
版
刊
）

　

十
一
月　

住
高
十
一
期
と
分
れ
た
時
「
大
阪
府
立
住
吉
高
校
11
期
会
50
周
年
記
念
誌
」

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）　

八
十
四
歳

　

二
月　
　

与
喜
天
神
の
連
歌
「
與
喜
天
満
宮
神
社　

社
報
」（
創
刊
号
）
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三
月　
　

中
原
勇
夫
と
私
―
会
員
が
綴
る
思
い
出
（
28
）（
私
の
執
筆
の
一
回
目
）「
ひ
の
く
に
」〔
以
下
、
平
成
二
十
四
年
一
月
ま
で
連
載
。
略
〕

　

三
月　
　

連
歌
史
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
（
公
開
講
演　

講
演
録
）「
連
歌
俳
諧
研
究
」
118

　

四
月　
　

神
戸
を
め
ぐ
る
昔
と
今
（
尾
崎
ま
ゆ
み
歌
集
『
明
眉
な
闇
』
書
評
）「
短
歌
現
代
」

　

四
月　
　

高
砂
の
松
と
曽
根
の
松
「
源
氏
の
会　

お
た
よ
り
」
206

　

六
月　
　

庚
寅
の
年
（
短
歌
十
二
首
）「
歌
壇
」

　

七
月　
　

老
い
の
艶
「
マ
グ
マ
」

　

九
月　
　

序
（
安
田
和
子
歌
集
『
伊
集
の
花
』
国
書
サ
ー
ビ
ス
刊
）

　

十
一
月　

西
山
宗
因
と
八
代
「
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
会
報
」
42

　

十
二
月　

中
世
・
近
世
和
歌
研
究
者
必
見
の
労
作
（
日
下
幸
男
編
『
類
題
和
歌
集
』
和
泉
書
院
刊
。
推
薦
文
）「
い
ず
み
通
信　

新
刊
の
栞
」
26

平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）　

八
十
五
歳

　

一
月　
　

�

謡
は
俳
諧
の
源
氏
（
老
の
く
り
ご
と
―
八
十
以
後
国
文
学
談
儀
―
（
1
））「
和
泉
書
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」〔
以
下
、
平
成
二
十
八
年
四
月
ま
で
毎
月

掲
載
。
略
〕

　

一
月　
　

東
氏
旧
宅
の
一
夜
（
短
歌
十
首
）「
吐
月
峰
」
2

　

一
月　
　

戦
後
短
歌
史
―
展
示
品
出
品
解
説
を
通
し
て
―
（
Ⅱ
）「
吐
月
峰
」
2

　

三
月　
　

東
氏
と
古
今
伝
授
『
郡
上
学
3
』（
郡
上
市
刊
）

　

三
月　
　

戦
後
十
年
を
代
表
す
る　

秀
歌
7
首
＋
鑑
賞
（
特
集　

戦
後
短
歌
の
出
発
）「
短
歌
現
代
」

　

四
月　
　

安
心
し
て
読
め
る
麗
筆
（
尾
崎
左
永
子
著
『
王
朝
文
学
の
楽
し
み
』
書
評
）「
短
歌
新
聞
」
690

　

五
月　
　

綿
屋
文
庫
と
連
歌
―
『
向
栄
庵
記
』
の
こ
と
な
ど
―
（
講
演
）「
ビ
ブ
リ
ア
」
135

　

六
月　
　

追
悼
歌
の
か
た
ち
「
日
本
歌
人
」

　

六
月　
　

宗
因
と
正
方
―
続
貂
―
「
上
方
文
藝
研
究
」
8

　

七
月　
　

島
津
忠
夫
著
作
集
別
巻
『
宗
祇
の
顔　

画
像
の
種
類
と
変
遷
』（
和
泉
書
院
刊
）

59



　

八
月　
　

川
西
と
い
ふ
町
（
短
歌
七
首
）「
短
歌
現
代
」

　

八
月　
　

五
七
五　

七
七
（
8
月
の
題　

か
え
る
）（
短
歌
五
首
）「
読
売
新
聞
」（
三
十
一
日
夕
刊
）

　

十
月　
　

文
語
と
口
語
（
今
月
の
視
点
）「
短
歌
往
来
」

　

十
月　
　

遠
い
昔
の
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
話
『
平
成
の
連
歌　

第
二
集
』（
今
井
祇
園
連
歌
の
会
刊
）

　

十
一
月　

和
泉
書
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
会
報
」
43

　

十
一
月　

連
歌
は
今
（「
今
月
の
秀
歌
」）「
短
歌
新
聞
」
697

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）　

八
十
六
歳

　

三
月　
　
『
源
氏
物
語
』
論
余
滴　

一
「
源
氏
の
会　

お
た
よ
り
」
226
〔
以
下
、「
三
一
」
ま
で
を
、
263
号
ま
で
に
と
び
と
び
に
掲
載
。
略
〕

　

四
月　
　

平
野
法
楽
連
―
「
過
去
と
現
在
」
か
ら
「
過
去
か
ら
未
来
」
へ
・
ほ
か
『
平
野
法
楽
連
歌　

過
去
か
ら
未
来
へ
』（
杭
全
神
社
編
、
和
泉
書
院
刊
）

　

四
月　
　

は
じ
め
に
（『
歌
仙　

絆
』）

　

六
月　
　

巻
頭
歌
・
源
氏
物
語
と
私
「
花
篝
り
」（
源
氏
の
会
四
十
周
年
記
念
文
集
）

　

六
月　
　

中
世
文
学
と
し
て
の
能
（
伊
藤
正
義
『
中
世
文
華
論
集　

第
一
巻　

謡
と
能
の
世
界
（
上
）』
和
泉
書
院
刊
。
推
薦
文
）

　

七
月　
　

ほ
ら
貝
（
七
月
の
う
た
）（
短
歌
三
首
）「
な
ご
や
文
化
情
報
」

　

七
月　
　

大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊　

中
古
中
世
篇
10
『
諸
芸
Ⅰ
』（
汲
古
書
院
刊
。
責
任
編
集
）

　

八
月　
　

母
を
憶
ふ
（
8
月
集
）（
短
歌
十
二
首
）「
日
本
歌
人
」

　

十
一
月　

若
山
牧
水
を
追
っ
て
「
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
会
報
」
44

　

十
一
月　

�『
国
文
の
碩
学　

歌
人
中
原
勇
夫
の
周
辺　

門
人
た
ち
が
語
り
継
ぐ
「
常
歌
」
の
世
界
』（
小
嶌
一
郎
ほ
か
と
共
著
、
ひ
の
く
に
短
歌
会
刊
。「
帯

文
」、「
第
二
部　

中
原
勇
夫
と
私
」
の
う
ち
28
～
48
執
筆
〕

　

十
一
月　

跋　

風
狂
と
調
べ
―
『
草
伽
藍
』
に
寄
せ
て
（
佐
藤
光
子
歌
集
『
草
伽
藍
』
不
識
書
院
刊
）

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）　

八
十
七
歳

60



　

二
月　
　

ア
ラ
ラ
ギ
歌
人
に
寄
せ
る
愛
情
（
書
評
。
大
島
史
洋
著
『
ア
ラ
ラ
ギ
の
人
々
』
角
川
学
芸
出
版
刊
）「
短
歌
往
来
」

　

二
月　
　

源
氏
香
（
筒
井
紅
舟
編
『
連
歌
集　

竹
林
の
風
』
右
文
書
院
刊
）

　

四
月　
　
『
西
山
宗
因
全
集　

第
五
巻　

伝
記
・
研
究
篇
』（
八
木
書
店
刊
。
監
修
・
編
集
、
宗
因
伝
書
執
筆
）

　

五
月　
　

赤
城
友
規
さ
ん
の
遺
歌
集
に
寄
せ
て
（
赤
城
友
規
遺
歌
集
『
梔
子
の
青
き
ば
か
り
に
』）

　

五
月　
　

新
出
の
綿
屋
文
庫
蔵
宗
祇
画
像
を
め
ぐ
っ
て
「
ビ
ブ
リ
ア
」
139

　

五
月　
　

待
望
の
全
集
―
甦
る
文
人
僧
蝶
夢
―
（
田
中
道
雄
・
田
坂
英
俊
・
中
森
康
之
編
著
『
蝶
夢
全
集
』
和
泉
書
院
刊
）

　

八
月　
　
『
鹿
陽
和
歌
集
』
の
翻
刻
に
寄
せ
て
（
松
尾
和
義
編
著
『
鹿　

島

鍋
島
家

鹿
陽
和
歌
集　

翻
刻
と
解
題
』
和
泉
書
院
刊
）

　

八
月　
　

雨
も
よ
ひ
（
も
っ
た
い
な
語
辞
典
）「
読
売
新
聞
」（
二
十
三
日
夕
刊
）

　

九
月　
　

島
津
忠
夫
著
作
集
別
巻
2
『
若
山
牧
水
と
こ
ろ
ど
こ
ろ　

近
代
短
歌
史
の
視
点
か
ら
』（
和
泉
書
院
刊
）

　

十
月　
　

大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊　

中
古
中
世
篇
11
『
諸
芸
Ⅱ
』（
汲
古
書
院
刊
。
責
任
編
集
、「
武
家
諸
作
法
抜
書
」
総
説
・
第
十
冊
解
説
執
筆
）

　

十
月　
　

松
坂
行
「
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
会
報
」
45

　

十
二
月　

西
山
宗
因
と
伊
勢
松
坂
「
語
文
」
100
・
101
（
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
編
）

平
成
二
十
六
年（
二
〇
一
四
）〔
四
月　

郡
上
大
和
で
米
寿
祝
。
九
月　

大
腸
癌
発
覚
。
十
月　

所
沢
の
防
衛
医
大
病
院
で
手
術
。
十
二
月　

転
移
性
肝
臓
が
ん
、

所
沢
の
明
生
病
院
で
手
術
〕　

八
十
八
歳

　

八
月　
　

世
阿
弥
能
作
と
和
歌
―
〈
融
〉
を
中
心
に
―
（
特
集　

世
阿
弥
を
め
ぐ
る
和
歌
・
連
歌
の
世
界
）「
能
と
狂
言
」
12

　

九
月　
　

風
雅
な
生
活
の
中
か
ら
（
書
評
・
筒
井
紅
舟
歌
集
『
匂
ひ
ぬ
る
』）「
短
歌
往
来
」

　

九
月　
　

芭
蕉
展
に
よ
せ
て
（
図
録
『
柿
衞
文
庫
開
館
三
〇
周
年
・
芭
蕉
生
誕
三
七
〇
年
記
念　

芭
蕉　

三
〇
年
間
の
新
出
作
品
を
中
心
に
』
柿
衞
文
庫
刊
）

　

九
月　
　

宗
祇
『
当
年
之
発
句
』（
滋
賀
県
正
巌
寺
蔵
）（
竹
島
一
希
と
共
同
執
筆
）「
連
歌
俳
諧
研
究
」
127

　

九
月　
　

余
り
に
も
私
的
な
回
顧
「
住
中
十
八
期
二
十
三
回
会
合
報
告
」
25

　

十
月　
　
『
伊
勢
三
吟
』
に
寄
せ
て
―
連
歌
復
興
の
兆
し
―
（
今
井
欣
子
・
喜
多
さ
か
え
・
鶴
崎
裕
雄
共
著
『
連
歌
集　

伊
勢
三
吟
』
和
泉
書
院
刊
）
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十
月　
　

東
下
り
の
あ
ら
ま
し
「
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
会
報
」
46

　

十
一
月　

�

小
島
頓
宮
法
楽
連
歌
と
二
条
良
基
の
『
小
島
の
す
さ
び
』（『
小
島
頓
宮
法
楽
連
歌
会　

二
十
周
年
記
念
誌
』
小
島
頓
宮
法
楽
連
歌
会
〔
瑞
巌
寺
法

楽
連
歌
会
〕
刊
）

　

十
二
月　

人
魚
の
こ
こ
ろ
（
西
田
泰
枝
歌
集
『
灯
り
を
さ
が
す
』
批
評
特
集
）「
青
天
」

　

十
二
月　

�『
和
歌
文
学
大
辞
典
』（
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
刊　

監
修
。
女
歌
・
狂
歌
・
教
訓
歌
・
実
業
・
集
外
三
十
六
歌
仙
・
宗
長
日
記
・
為
広
下
向
記
・
定

型
・
所
々
返
答
・
ひ
と
り
ご
と
執
筆
）

平
成
二
十
七
年（
二
〇
一
五
）〔
所
沢
の
佐
貴
子
の
所
で
越
年
。
二
月　

川
西
に
も
ど
る
。
七
月　

再
発
。
八
月　

所
沢
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
転
居
。
十
一
月　

腸

閉
塞
で
防
衛
医
大
病
院
入
院
。
十
二
月　

退
院
、
在
宅
医
療
と
な
る
〕　

八
十
九
歳

　

二
月　
　

閻
魔
王
の
顔
（
短
歌
十
二
首
）「
日
本
歌
人
」

　

二
月　
　
『
心
敬
十
体
和
歌　

評
釈
と
研
究
』（
監
修
・
共
著
、
和
泉
書
院
刊
。
序
、
評
釈
編
〈
共
同
研
究
〉、『
心
敬
十
体
和
歌
』
の
成
立
と
諸
本
執
筆
）

　

三
月　
　

愛
知
県
内
の
諸
文
庫
と
私
の
思
い
出
（『
愛
知
県
史　

別
編　

文
化
財
4　

典
籍
』
月
報
「
愛
知
県
史
の
し
お
り
」）

　

四
月　
　
『
源
氏
物
語
』
の
贈
答
歌
（
特
集
・
古
典
と
つ
き
あ
う
方
法
―
こ
の
一
冊
、
あ
る
い
は
無
用
論
）「
短
歌
研
究
」

　

五
月　
　

こ
の
年
は
（
作
品
）（
短
歌
十
二
首
）「
歌
壇
」

　

六
月　
　

袖
振
草
（
最
近
知
っ
た
古
語
・
新
語
）「
現
代
歌
人
協
会
会
報
」
143

　

七
月　
　

西
山
宗
因
と
の
出
合
い
（「
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ　

私
の
研
究
履
歴
」）「
雅
俗
」
14

　

十
月　
　

近
況
「
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
会
報
」
47

　

十
一
月　

新
居
の
独
り
暮
ら
し
（
11
月
集
）（
短
歌
八
首
）「
日
本
歌
人
」

　

十
二
月　

た
ま
き
は
る
（
風
葉
集
）（
短
歌
八
首
）「
日
本
歌
人
」

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）〔
四
月
十
六
日　

逝
去
。
享
年
八
十
九
歳
〕
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一
月　
　

眠
ら
れ
ぬ
ま
ま
に
（
風
葉
集
）（
短
歌
八
首
）「
日
本
歌
人
」

　

二
月　
　

せ
せ
ら
ぎ
街
道
（
風
葉
集
）（
短
歌
八
首
）「
日
本
歌
人
」

　

二
月　
　

入
院
中
の
日
々
（
特
別
作
品
）（
短
歌
二
十
首
）「
短
歌
研
究
」

　

三
月　
　

無
常
（
風
葉
集
）（
短
歌
八
首
）「
日
本
歌
人
」

　

四
月　
　

い
つ
か
来
た
道
（
風
葉
集
）（
短
歌
八
首
）「
日
本
歌
人
」

　

四
月　
　
『
連
歌
大
観
』
を
推
す
（『
連
歌
大
観
』
内
容
見
本
・
推
薦
文
）

　

五
月　
　

天
女
の
舞
（
風
葉
集
）（
短
歌
八
首
）「
日
本
歌
人
」

　

六
月　
　

日
記
歌
な
れ
ど
（
風
葉
集
）（
短
歌
八
首
）「
日
本
歌
人
」

　

六
月　
　
『
甲
子
庵
文
庫
蔵　

紹
巴
冨
士
見
道
記　

影
印
・
翻
刻
・
研
究
』（
大
村
敦
子
氏
と
共
編
著
。
和
泉
書
院
刊
）

　

六
月　
　

幻
の
宗
祇
画
像
―
柿
衞
文
庫
蔵
「
家
蔵
種
玉
庵
禅
師
影
之
記
」
の
一
紙
を
め
ぐ
っ
て
―
「
上
方
文
藝
研
究
」
13

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）

　

四
月　
　
『
西
山
宗
因
全
集　

第
六
巻　

解
題
・
索
引
篇
』（
八
木
書
店
刊
。
監
修
・
編
集
、
資
料
解
題
執
筆
）

　

四
月　
　

島
津
忠
夫
著
作
集
別
巻
3
『『
源
氏
物
語
』
放
談　

ど
の
よ
う
に
し
て
書
か
れ
て
い
っ
た
の
か
』（
和
泉
書
院
刊
）

　

九
月　
　

島
津
忠
夫
著
作
集
別
巻
4
『
老
の
く
り
ご
と　

八
十
以
後
国
文
学
談
儀
』（
和
泉
書
院
刊
）

平
成
三
十
年
（
二
〇
一
八
）
十
二
月
三
十
一
日
現
在
未
刊
行

　

平
成
二
十
二
年
十
月
執
筆　

短
歌
世
界
の
視
覚
化
と
は
（「
歌
と
な
る
言
葉
と
か
た
ち
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
基
調
講
演　

講
演
録
）

　

平
成
二
十
四
年
二
月
執
筆　

伊
藤
正
義
氏
の
能
楽
研
究
（
伊
藤
正
義
『
中
世
文
華
論
集　

第
五
巻　

中
世
文
華
と
そ
の
資
料
（
上
）』
和
泉
書
院
刊
。
月
報
）

　

平
成
二
十
七
年
二
月
執
筆　

大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊　

中
古
中
世
篇
17
『
美
術
』（
汲
古
書
院
刊
。
宗
祇
像
執
筆
）
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二
、
補
訂

第
一
巻

　

目
次　
　
　
　
　
　
　
「
二
十
八　

評
論
の
文
学
―
無
常
と
い
ふ
こ
と
―
」
→
「
二
十
八　

評
論
の
文
学
―
無
常
と
い
ふ
事
―
」。

　

一
三
二
頁
の
あ
と
に
、「
付
記
」
を
加
え
る
。

平
成
二
十
一
年
五
月
十
六
日
、
早
稲
田
大
学
で
行
な
わ
れ
た
日
本
近
世
文
学
会
に
出
席
し
て
、「
近
世
文
藝
の
輝
き
―
早
稲
田
大
学
所
蔵　

近
世
貴
重
書

展
」
を
見
る
。
実
に
充
実
し
た
展
覧
会
に
感
心
し
て
見
て
い
た
が
、
ふ
と
展
示
の
裏
に
パ
ネ
ル
が
あ
り
、「
初
櫓
噂
高
嶋
」（
は
つ
や
ぐ
ら
う
わ
さ
の
た

か
し
ま
）
の
錦
絵
が
目
に
と
ま
っ
た
。
解
説
で
は
、

　
　
　
　
　

二
代
目
豊
国
画

　
　
　
　
　

三
代
目
岩
井
粂
三
郎
の
お
ぜ
う
吉
三

　
　
　
　
　

四
代
目
市
川
小
団
次
の
お
し
や
う
吉
三

　
　
　
　
　

初
代
河
原
崎
権
十
郎
お
ぼ
う
吉
三

　
　
　
　
　

安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
一
月　

東
京
市
村
座

　
　
　
　
　
「
三
人
吉
三
廓
初
買
」（
〇
〇
六
―
〇
〇
〇
八
―
〇
〇
〇
九
）

　
　
　

と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
初
演
の
折
の
役
者
絵
で
あ
る
。

　

三
九
〇
頁
十
五
行
目　
『
新
編
国
歌
大
観　

私
家
集
編
』
→
『
新
編
国
歌
大
観　

私
撰
集
編
』。

　

三
九
七
頁
十
八
行
目　
「
伊
弉
諾
伊
弉
冉
」
→
「
伊
弉
諾
伊
弉
冉
尊
」。

　

三
九
八
頁
十
四
行
目　
「〔
種
類
〕
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
の
文
学
史
」
→
「〔
種
類
〕
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
の
文
学
史
」。

　

四
〇
一
頁
十
七
行
目　
「
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
」
→
「
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
」。

　

四
〇
三
頁　

一
行
目　
「
遠
巻
き
の
徒
然
に
」
→
「
遠
巻
き
の
徒
然
さ
に
」。

　

四
〇
五
頁
十
一
行
目　
「
独
特
の
風
格
を
も
っ
て
い
る
」
→
「
独
特
の
風
格
を
そ
な
え
て
い
る
」。

第
二
巻
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口
絵「

宗
祇
短
冊　

長
門
一
之
宮
住
吉
神
社
蔵
（
八
八
頁
参
照
）」
と
し
て
掲
載
の
短
冊
の
写
真
は
、
予
期
し
た
「
松
か
ぜ
や
け
ふ
も
神
世
の
秋
の
こ
え
」
で

は
な
い
。
尾
崎
千
佳
氏
よ
り
質
問
を
受
け
て
気
が
付
い
た
が
、
こ
れ
は
『
連
歌
の
研
究
』
の
折
の
誤
り
を
踏
襲
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
助
成

金
の
関
係
も
あ
っ
て
『
連
歌
の
研
究
』
の
刊
行
を
急
い
だ
の
で
、
以
前
実
見
し
た
も
の
を
お
宮
に
許
可
を
申
請
し
、
送
ら
れ
て
来
た
写
真
を
、
そ
の
ま

ま
掲
載
し
た
が
、
そ
れ
は
別
の
宗
祇
短
冊
で
あ
っ
た
。
尾
崎
氏
が
訪
れ
て
実
見
さ
れ
た
時
は
、「
松
か
ぜ
や
」
の
短
冊
は
、
傷
ん
で
い
て
と
て
も
口
絵
写

真
に
は
無
理
な
状
態
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、「
折
ふ
し
は
す
む
若
竹
の
小
舎
哉
」
の
方
を
送
ら
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
も
と

も
と
神
社
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
昭
和
十
九
年
頃
寄
贈
さ
れ
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
宗
祇
の
句
集
に
は
見
え
ず
、
果
し
て
宗
祇
筆
か
も
疑

問
で
あ
る
。

　

二
八
七
頁　

七
行
目　
「
岩
波
文
庫
『
連
歌
論
集
』」
→
「
岩
波
文
庫
『
連
歌
論
集　

上
』」。

　

三
七
七
頁
十
七
行
目　
『
田
山
方
南
華
甲
記
念
論
文
集
』
→
『
田
山
方
南
先
生
華
甲
記
念
論
文
集
』。

　

四
二
一
頁　

一
行
目　
「
城
闇
」
→
「
城
誾
」。

第
三
巻

　
　

一
四
頁
十
八
行
目　
『
折
口
信
夫
全
集
』
→
『
折
口
信
夫
全
集　

9
』。

　
　

七
四
頁
十
八
行
目　
「
貴
重
図
書
本
刊
行
会
」
→
「
貴
重
図
書
刊
行
会
本
」。

　
　

九
二
頁
十
四
行
目　
「
宗
祇
短
歌
以
後
」
→
「『
宗
祇
短
歌
』
以
後
」。

　

一
七
三
頁　

三
行
目　
『
京
都
大
学

蔵
貴
重
連
歌
資
料
集
』
→
『
京
都
大
学
蔵

貴
重
連
歌
資
料
集
』。

　

一
九
三
頁　

十
行
目　
「
昭
和
二
十
六
年
九
月
」
→
「
昭
和
二
十
六
年
八
月
」。

　

二
三
〇
頁　

三
行
目　
『
京
都
大
学

蔵
貴
重
連
歌
資
料
集
』
→
『
京
都
大
学
蔵

貴
重
連
歌
資
料
集
』。

　

二
六
八
頁
十
九
行
目　
『
紹
巴
発
句
集
』
→
『
紹
巴
発
句
帳
』。

　

二
八
八
頁　

五
行
目　
『
稲
莚
』
→
『
稲
筵
』。

第
四
巻
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一
五
頁
十
五
行
目　
『
北
野
社
一
万
句
発
句
脇
第
三
并
序
』
→
『
北
野
社
一
万
句
御
発
句
脇
第
三
并
序
』。

　
　

五
一
頁　

七
行
目　
『
新
編
国
歌
大
観
』
→
『
新
編
国
歌
大
観　

私
家
集
編
Ⅳ
』。

　
　

五
六
頁　

二
行
目　
『
心
敬
有
伯
へ
返
事
』
→
『
心
敬
有
伯
へ
の
返
事
』。

　

一
〇
二
頁　

九
行
目　
『
十
体
和
歌
』
→
『
十
躰
和
歌
』。

　

一
一
二
頁　

六
行
目　
『
心
敬
有
伯
へ
の
返
書
』
→
『
心
敬
有
伯
へ
の
返
事
』。

　

一
三
七
頁
十
三
行
目　
『
心
敬
僧
都
十
体
和
歌
』
→
『
心
敬
僧
都
十
躰
和
歌
』。

　

二
五
〇
頁
十
一
行
目　
「
十
四
日
、
木
屋
瀬
で
筑
前
守
護
代
陶
中
務
少
輔
弘
詮
の
館
に
至
り
、
傍
ら
の
禅
院
に
て
泊
」
の
あ
と
に
、
以
下
の
注
を
加
え
る
。

「
十
五
日
、
弘
詮
の
館
で
一
座
。
宴
遊
。『
筑
紫
道
記
』
に
見
え
る
十
四
日
の
「
草
の
枕
」
の
夢
の
告
げ
の
記
事
は
金
子
金
治
郎
氏
の
虚
構
と
見
る
説

（『
宗
祇
の
生
活
と
作
品
』
昭
和
五
十
八
年
、
桜
楓
社
刊
）
に
よ
れ
ば
、
禅
院
に
て
二
泊
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
と
記
し
た
が
、
有
川
宜
博
氏
「『
筑
紫
道

記
』
に
み
る
宗
祇
の
旅
―
連
歌
師
が
た
ど
っ
た
足
跡
―
」（「
西
日
本
文
化
」
441 

、
平
成
二
十
一
年
十
月
）
に
よ
れ
ば
、
筑
前
守
護
代
陶
弘
詮
の
館
は
、

木
屋
瀬
で
は
な
く
、
木
屋
瀬
か
ら
飯
塚
に
至
る
遠
賀
川
沿
い
の
草
場
（
福
岡
県
鞍
手
郡
小
竹
町
）
に
あ
っ
た
と
す
る
。「
広
く
見
よ
民
の
草
葉
の
秋
の

花
」
の
宗
祇
の
発
句
に
は
、
従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
「
広
」（
弘
）
と
「
秋
」（
詮
）
を
よ
み
込
ん
だ
ほ
か
に
、
さ
ら
に
「
草
葉
」
に
地
名
の
「
草
場
」

を
詠
み
込
ん
で
い
る
と
す
る
。
と
す
れ
ば
、
宗
祇
の
行
程
は
、
十
四
日
、
木
屋
瀬
泊
。
十
五
日
、
陶
弘
詮
館
の
傍
ら
の
禅
院
で
泊
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

陶
弘
詮
の
館
が
草
場
に
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
、
も
う
少
し
傍
証
が
ほ
し
い
が
、
有
力
な
一
説
だ
と
思
う
。

　

三
〇
一
頁　

表
の
作
品
番
号
12
の
あ
と
に
、
加
え
る
。

年　
　

次

作
品
名
基
佐
宗
祇
宗
長
兼
載
肖
柏
宗
伊
宗
砌
能
阿
親
当
玄
清
恵
俊
泰
諶
一
覚
寿
慶

発　

句

そ
の
他
の
主
な
連
衆

延
徳
4
・
3
・
19

（
一
四
九
二
）

山　

何

○

○

○

○

○

○

花
ぞ
散

　
　
（
兼
載
）

尊
皓
・
弥
阿
・
宗
覚
・
仏
覚
・

領
重
・
但
阿

鶴
﨑
裕
雄
「
基
佐
と
宗
祇
・
兼
載
ほ
か
同
座
連
歌
の
新
資
料
―
京
都
府
八
幡
市
ふ
る
さ
と
学
習
館
所
蔵
「
賦
山
何
連
歌
」（「
連
歌
俳
諧
研
究
」
116
、
平

成
二
十
一
年
三
月
）

　

三
四
一
頁　

一
行
目　
『
校
本
芭
蕉
全
集
』
→
『
校
本
芭
蕉
全
集　

第
一
巻
』。

　

三
八
九
頁　

二
行
目　
『
手
尓
波
大
槻
抄
之
抄
』
→
『
手
尓
波
大
概
抄
之
抄
』。
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三
八
九
頁　

十
行
目　
「
定
稿
本
成
る
」
→
「
誤
り
。
長
谷
川
千
尋
「
宗
祇
『
自
讃
歌
』
の
姿
」（「
国
語
国
文
」
平
成
二
十
六
年
十
月
）
参
照
」。

　

四
〇
〇
頁
十
二
行
目　
「『
何
路
百
韻
』」
の
あ
と
に
、
加
え
る
。

　
　
　

柿
衞
文
庫
宗
祇
自
筆
。
宗
祇
が
正
種
に
献
上
し
た
懐
紙
。

第
五
巻

　

三
三
五
頁
十
九
行
目　
『
立
圃
・
長
興
俳
諧
両
吟
千
句
』
→
『
立
圃
長
興
両
吟
俳
諧
千
句
』。

第
六
巻

　
　

三
四
頁　

四
行
目　
「
横
田
」
→
「
横
山
」。

　

一
一
七
頁
十
八
行
目　
『
京
都
大
学

蔵
貴
重
連
歌
史
料
集
』
→
『
京
都
大
学
蔵

貴
重
連
歌
資
料
集
』。

　

一
三
八
頁　

一
行
目　
『
淀
渡
』
→
『
淀
の
渡
』。

　

一
八
一
頁
十
七
行
目　
「
信
闇
」
→
「
信
誾
」。

　

一
八
二
頁　

十
行
目　
「
信
闇
」
→
「
信
誾
」。

第
七
巻

　
　

四
五
頁　

七
行
目　
「
平
成
五
年
」
→
「
平
成
六
年
」。

　

一
一
九
頁　

七
行
目

久
保
木
秀
夫
氏
の
論
考
は
、『
中
古
中
世
散
佚
歌
集
研
究
』（
平
成
二
十
一
年
、
青
簡
舎
刊
）
第
一
章
第
一
節
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
大
鏡
』

『
拾
遺
和
歌
集
』
さ
ら
に
は
『
源
氏
物
語
』
の
成
立
に
も
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

　

一
二
五
頁
付
記
の
一
行
目
を
、
次
に
改
め
る
。

「
短
歌
」
平
成
五
年
八
月
号
に
同
題
で
記
し
た
も
の
に
、
注
を
加
え
、『
和
歌
文
学
史
の
研
究　

和
歌
編
』
に
収
め
た
。
こ
こ
に
も
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
収
め

た
。

　

一
六
五
頁　

文
末
に
、
加
え
る
。
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田
中
登
氏
「
伝
二
条
為
明
筆
六
半
切
拾
遺
集
の
性
格
」（「
国
文
学
」〈
関
西
大
学
〉
93
、
平
成
二
十
一
年
三
月
）
こ
の
切
が
、
多
久
本
・
観
喜
光
寺
本
に

近
い
よ
し
。

　

二
四
三
頁
二
十
行
目　
『
太
皇
太
后
宮
亮
平
経
盛
家
歌
合
』
→
『
太
皇
太
后
宮
亮
平
経
盛
朝
臣
家
歌
合
』。

　

四
〇
二
頁　

一
行
目　
『
鳥
箒
千
載
集
時
代
和
歌
の
研
究
』
→
『
鳥
帚　

千
載
集
時
代
和
歌
の
研
究
』。

　

四
六
六
頁　

六
行
目　
「
定
家
歌
論
の
考
察
―
近
代
秀
歌
―
」
→
「
定
家
歌
論
の
一
考
察
―
近
代
秀
歌
を
め
ぐ
っ
て
―
」。

第
八
巻

　

一
二
〇
頁
九
行
目
の
あ
と
に
、
以
下
の
注
を
加
え
る
。

こ
の
部
分
は
、
も
っ
ぱ
ら
福
田
秀
一
氏
の
「
阿
仏
尼
論
」（『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
所
収
）
に
よ
っ
て
記
し
た
「
阿
仏
尼
―
意
志
と
才
気
―
」（「
国
文

学　

解
釈
と
教
材
の
研
究
」）の
旧
稿
に
そ
の
ま
ま
拠
り
、
本
著
作
集
に
収
録
す
る
に
あ
た
っ
て
改
め
て
考
証
を
加
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
田
渕
句

美
子
氏
『
阿
仏
尼
』（〈
人
物
叢
書
〉
平
成
二
十
一
年
、
吉
川
弘
文
館
刊
）
に
拠
れ
ば
、
そ
の
後
、
こ
の
あ
た
り
の
研
究
は
大
き
く
進
展
し
て
い
て
、
訂

正
を
加
え
る
べ
き
点
は
多
い
。『
う
た
た
ね
』
は
、「
自
分
を
主
人
公
と
し
て
朧
化
と
虚
構
を
加
え
、
全
体
を
物
語
的
に
構
築
し
た
」
作
品
で
、『
源
承
和

歌
口
伝
』
に
語
る
阿
仏
尼
の
伝
の
方
が
信
憑
性
が
高
い
こ
と
、
平
度
繁
も
『
う
た
た
ね
』
に
い
う
「
の
ち
の
親
」（
養
父
）
で
は
な
く
、
実
父
と
見
る
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

一
七
二
頁
十
六
行
目　

徳
川
黎
明
会
叢
書
『
和
歌
編
四　

桐
火
桶
・
詠
歌
一
躰
・
綺
語
抄
』
→
徳
川
黎
明
会
叢
書
和
歌
編
四
『
桐
火
桶
・
詠
歌
一
躰
・
綺
語
抄
』。

　

二
〇
七
頁
十
九
行
目　
「
憲
実
女
」
→
「
教
家
女
」。

　

二
一
三
頁
十
一
行
目　
「
度
会
信
誠
」
→
「
度
会
延
誠
」。

　

二
六
六
頁　

二
行
目　
『
定
家
仮
名
遣
』（『
国
語
学
大
系
』
所
収
本
奥
書
）
の
あ
と
に
、
以
下
の
注
を
加
え
る
。

『
国
語
学
大
系
』
に
は
、
常
縁
の
奥
書
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
佐
賀
県
立
図
書
館
鍋
島
文
庫
蔵
『
仮
名
文
字
遣
』（
大
本
一
冊
、
寛
政
四
年
六
月
、
山

領
主
馬
平
利
昌
写
）
に
、
次
の
奥
書
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

文
安
五
年
二
月
廿
三
日
書
之
。

　
　
　
　
　
　

此
双
子
以
証
本
不
違
一
字
書
写
之
。
依
左
衛
門
尉
藤
原
氏
保
所
望
径
年
月
者
也
。
真
実
早
筆
之
躰
多
憚
。
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平
常
縁
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　

此
本
書
者
和
州
郡
山
松
平
甲
州
公
之
御
伝
来
也
。
尤
御
家
に
野
州
御
直
筆
有
之
候
也
。

　
　
　
　
　
　
　

元
文
第
三
八
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
月
堂
居
士
平
景
新
（
花
押
）

　
　
　
　
（
以
下
略
。
詳
し
い
山
領
利
昌
の
書
写
奥
書
が
あ
る
）。

こ
の
奥
書
に
見
え
る
藤
原
氏
保
は
鷲
見
氏
で
、
郡
上
の
鷲
見
城（
岐
阜
県
郡
上
市
高
鷲
町
）に
拠
っ
た
中
世
の
武
将
で
あ
っ
て
、
常
縁
と
は
親
交
が
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
の
常
縁
筆
の
本
が
、
元
文
三
年
ま
で
、
大
和
郡
山
の
松
平
侯
の
も
と
に
伝
存
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

第
九
巻

　

一
一
七
頁　

六
行
目　
「
潛
勢
力
」
→
「
潜
勢
力
」。

　

一
四
三
頁　

五
行
目　
『
近
代
短
歌
論
争
史　

明
治
大
正
篇
』
→
『
近
代
短
歌
論
争
史　

明
治
大
正
編
』。

　

一
六
六
頁　

六
行
目　
「
近
藤
芳よ
し

美み

（
一
九
一
三
―
）」
→
「
近
藤
芳よ
し

美み

（
一
九
一
三
―
二
〇
〇
六
）」。

　

一
六
六
頁
十
六
行
目　
「
加
藤
克か
つ

巳み

（
一
九
一
五
―
）」
→
「
加
藤
克か
つ

巳み

（
一
九
一
五
―
二
〇
一
〇
）」。

　

一
七
一
頁
十
二
行
目　
「
安や
す

永な
が

蕗ふ
き

子こ

（
一
九
二
〇
―
）」
→
「
安や
す

永な
が

蕗ふ
き

子こ

（
一
九
二
〇
―
二
〇
一
二
）」。

　

一
九
三
頁　

十
行
目　
「
早
野
二
郎
〔
夏
衛
〕」
→
「
早
野
二
郎
」。

　

二
三
一
頁
二
十
行
目　
『
短
歌
』
→
「
短
歌
」。

　

二
六
五
頁　

九
行
目　
『
折
口
信
夫
全
集
』
→
『
折
口
信
夫
全
集　

第
二
十
五
巻
』。

第
十
巻

　

一
二
一
頁　

二
行
目　

大
江
山
に
つ
い
て

「
香
取
本
に
大
江
山
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
大
江
山
が
古
形
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
」
と
し
か
記
し
て
い
な
い
が
、
和
田
嘉
寿
男
氏
「
大
江
山
考

―
酒
呑
童
子
と
元
伊
勢
―
」（「
本
」
平
成
三
年
十
二
月
）
に
、
大
江
山
に
近
い
元
伊
勢
と
い
う
地
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
注
記
し
て
お
き
た
い
。

　

一
三
七
頁　

文
末
に
、
加
え
る
。
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安
藤
秀
幸
「『
酒
呑
童
子
』
諸
本
論
再
考
」（「
国
語
国
文
」
平
成
二
十
七
年
九
月
）。

　

三
一
三
頁
十
四
行
目　
『
平
家
物
語
全
注
釈
』（
昭
和
四
十
二
年
、
角
川
書
店
刊
）
→
『
平
家
物
語
全
注
釈　

下
巻
』。

　

三
三
九
頁　

四
行
目　
「
朝
日
寺
」
に
、
以
下
の
注
を
加
え
る
。

「
夜
明
山
朝
日
禅
寺
」。
チ
ョ
ウ
ニ
チ
ゼ
ン
ジ
と
読
む
。
平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
に
訪
れ
、
平
安
・
鎌
倉
期
の
観
音
像
三
体
を
収
め
る
観
音
堂

お
よ
び
、
像
内
背
部
の
墨
書
銘
に
よ
る
と
嘉
元
二
年
製
作
の
神
子
栄
尊
像
を
ま
近
に
拝
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
と
く
に
、
神
子
栄
尊
像
は
帽
子
を
被
っ

た
姿
で
、
冬
季
は
帽
子
を
着
せ
る
と
の
こ
と
。
見
る
か
ら
に
鎌
倉
の
作
と
思
わ
れ
る
像
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
善
寺
町
夜
明
は
、
筑
後
川
を
挟
ん
で
対
岸

の
下
野
と
も
近
く
、
こ
の
筑
後
川
下
流
域
の
安
徳
天
皇
伝
説
が
つ
な
が
り
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
。

　

四
〇
六
頁　

十
行
目　
『
小
城
鍋
島
文
庫
本
平
家
物
語　

解
題
』
→
『
小
城
鍋
島
文
庫
本
平
家
物
語
』
解
題
。

　

四
五
五
頁　

六
行
目　
「
原
田
竜
平
氏
」
→
「
原
田
龍
平
氏
」。

第
十
一
巻

　

一
五
七
頁
十
八
行
目　

�「
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
八
月
七
日
の
独
吟
『
三
字
中
略
四
字
下
略
百
韻
』
一
巻
が
肥
前
島
原
松
平
文
庫
に
現
存
し
て
い
る
が
」
の
、

「
下
略
」
は
「
上
下
略
」
の
誤
り
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
懐
紙
が
『
肥
前
島
原
松
平
文
庫
目
録
』
に
見
え
な
い
。
何
に
よ
っ
て
記
し
た

の
か
不
明
。

　

二
〇
〇
頁　

五
行
目　
「
比
奈
能
都
夜
故
尓
」
→
「
比
奈
能
夜
都
故
尓
」。

　

二
四
三
頁　

三
行
目　
「
世
阿
弥
周
辺
の
曲
」
の
あ
と
に
、「
三
十
四
年
能
組
で
十
郎
が
演
じ
て
い
る
」
を
加
え
る
。

　

二
四
五
頁　

四
行
目　
「
作
ら
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
す
る
」
の
あ
と
に
、「
三
十
四
年
能
組
で
元
重
が
所
演
」
を
加
え
る
。

　

二
六
三
頁　

八
行
目　
『
平
家
物
語
全
注
釈
』
→
『
平
家
物
語
全
注
釈　

上
巻
』。

　

三
〇
七
頁
十
五
行
目　

付
記
の
あ
と
に
、
加
え
る
。

な
お
、〈
松
風
村
雨
〉
の
〈
汐
汲
〉
か
ら
の
改
作
に
、
観
阿
弥
の
改
作
が
介
在
し
た
の
で
は
な
く
、
観
阿
弥
は
『
五
音
』
に
「
亡
父
曲
」
と
見
え
る
〔
サ

シ
〕
と
〔
下
ゲ
歌
〕〔
上
ゲ
歌
〕
の
部
分
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
竹
本
幹
夫
氏
「『
三
道
』
の
改
作
例
曲
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（「
実
践
国
文
学
」
19
、
昭

和
五
十
六
年
三
月
。『
観
阿
弥
・
世
阿
弥
時
代
の
能
楽
』
平
成
十
一
年
、
明
治
書
院
刊
所
収
）
に
早
く
記
さ
れ
て
い
た
。

　

三
三
三
頁　

六
行
目　
『
古
代
中
世
芸
術
論
集
』
→
『
古
代
中
世
芸
術
論
』。
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三
四
〇
頁
十
六
行
目　

注
（
5
）
に
「
未
詳
」
と
し
て
い
る
が
、「
山
階
弥
右
衛
門
元
直
」
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　

六
三
七
頁　

十
行
目　
「〈
芸
文
・
著
作
権
室
〉
作
。」
→
「〈
芸
文
・
著
作
権
作
〉。」。

　

六
九
六
頁
十
六
行
目　
「
簑
助
さ
ん
」
→
「
蓑
助
さ
ん
」。

　

七
一
四
頁
上
段　
　

六
行
目　
「
○
猿
之
助
」
の
あ
と
、「
→
猿
翁
（
二
世
）
平
24
」
を
加
え
る
。

　

七
一
四
頁
下
段　
　

一
行
目　
「
○
亀
治
郎　

市
川　

二
世
（
昭
58
）」
の
あ
と
、「
→
猿
之
助
（
四
世
）
平
24
」
を
加
え
る
。

　

七
一
五
頁
上
段　
　

三
行
目　
「
○
勘
三
郎
」
の
末
尾
、「
平
24
没
（
57
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
一
五
頁
上
段　

十
三
行
目　
「
○
冠
十
郎
」
の
末
尾
、「
平
20
没
（
82
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
一
六
頁
中
段　
　

四
行
目　
「
○
吉
之
丞
」
の
末
尾
、「
平
26
没
（
81
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
一
七
頁
下
段　

十
九
行
目　
「
○
芝
翫
」
の
末
尾
、「
平
23
没
（
83
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
一
八
頁
上
段　

十
三
行
目　
「
○
雀
右
衛
門
」
の
末
尾
、「
平
24
没
（
91
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
二
〇
頁
上
段
二
十
二
行
目　
「
○
團
十
郎
」
の
末
尾
、「
平
25
没
（
66
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
二
一
頁
中
段　

十
五
行
目　
「
○
富
十
郎
」
の
末
尾
、「
平
23
没
（
81
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
二
二
頁
中
段　

十
五
行
目　
「
箱
登
羅
」
の
末
尾
、「
平
22
没
（
79
）」
を
加
え
る
。

　

七
二
二
頁
中
段
二
十
一
行
目　
「
○
半
四
郎
」
の
末
尾
、「
平
23
没
（
84
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
二
三
頁
上
段　

十
九
行
目　
「
○
又
五
郎
」
の
末
尾
、「
平
21
没
（
94
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
二
三
頁
下
段　
　

三
行
目　
「
○
三
津
五
郎
」
の
末
尾
、「
平
27
没
（
59
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
二
四
頁
上
段　

十
九
行
目　
「
○
吉
五
郎
」
の
末
尾
、「
平
22
没
（
92
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
二
四
頁
中
段　

十
四
行
目　
「
○
芦
燕
」
の
末
尾
、「
平
23
没
（
85
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
二
五
頁
上
段　

十
三
行
目　
「
○
伊
逹
大
夫
」
の
末
尾
、「
平
20
没
（
79
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
二
六
頁
中
段　
　

一
行
目　
「
○
清
之
助
」
の
あ
と
、「
豊
松
清
十
郎
（
平
20
）」
を
加
え
、
○
を
削
除
。

　

七
二
七
頁
下
段　
　

三
行
目　
「
春
日
野
八
千
代　

昭
3
～
〇
」
→
「
春
日
野
八
千
代　

昭
3
～
平
24
」。

第
十
二
巻
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二
二
三
頁　

四
行
目　
『
却
来
花
』
→
『
却
来
華
』。

　

四
二
八
頁　

八
行
目　
「
か
つ
て
詩
人
の
大
西
美
千
代
と
二
人
で
同
人
誌
「
詩
線
」
を
出
し
て
い
た
」
に
つ
い
て
。

水
谷
澄
子
氏
よ
り
「
詩
線
」
一
号
の
コ
ピ
ー
を
送
ら
れ
、
そ
れ
に
は
、
黒
田
百
合
子
と
の
三
人
に
よ
る
同
人
誌
と
し
て
出
発
し
た
こ
と
を
知
る
。
な
お

一
時
期
松
平
盟
子
が
加
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

四
七
三
頁　

九
行
目　
「
平
成
八
年
〈
一
九
九
六
〉」
→
「
平
成
九
年
〈
一
九
九
七
〉」。

第
十
三
巻

　

一
六
七
頁
十
九
行
目　
「
金
春
八
条
」
→
「
金
春
八
丈
」。

　

二
六
一
頁
二
十
行
目　
「
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
卒
。」
→
「
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
卒
業
。」。

第
十
四
巻

　

一
九
一
頁
十
三
行
目　
「
明
石
の
浦
に
着
く
」
の
あ
と
に
、
加
え
る
。

『
宗
因
発
句
帳
』
に
、「
作
州
下
向
之
時
、
道
中
淡
路
島
」
と
し
て
「
国
な
せ
る
新
島
や
是
霧
の
海
」
の
句
が
あ
る
。

　

二
四
〇
頁
上
段　

三
行
目　
「
江
戸
堀
本
通
」
→
「
江
戸
堀
下
通
」。

　

二
四
七
頁
上
段
十
六
行
目　
「
大
阪
高
等
学
校
」
→
「
浪
速
高
等
学
校
」。

　

二
九
九
頁
下
段
十
七
行
目　
「
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）」
に
、「
日
本
文
藝
家
協
会
入
会
」
を
加
え
る
。

　

三
七
〇
頁
下
段
二
行
目
に
、
加
え
る
。

『
頭
注
徒
然
草
』（
関
書
院
刊
）　　
　
　
　

四
月

　

四
三
一
頁
上
段　

八
行
目　
「
国
語
表
現
法
」
の
あ
と
、「〔
演
習
〕」
を
加
え
る
。

第
十
五
巻

　
　

四
五
頁　

十
行
目　

�「
深
浦
に
渡
る
に
は
、
潮
流
の
上
か
ら
考
え
て
も
、〔
松
前
か
ら
よ
り
も
〕
上
ノ
国
か
ら
の
方
が
容
易
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
の

あ
と
に
、
以
下
の
注
を
加
え
る
。
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斉
藤
利
男
氏
よ
り
、「
上
ノ
国
の
位
置
か
ら
考
え
て
ど
ん
な
も
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
松
前
の
漁
師
た
ち
は
、
本
州
に
渡
る
の
に
、
権
現
崎
（
小
泊
）
の

沖
を
め
ざ
し
て
出
航
す
る
と
潮
流
と
の
関
係
で
、
ち
ょ
う
ど
い
い
と
こ
ろ
に
つ
け
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
て
い
ま
す
」
と
指
摘
を
受
け
た
。
そ
う
い
え

ば
、
こ
の
こ
と
は
、
松
前
を
実
地
調
査
し
た
時
、
永
田
富
智
氏
よ
り
も
聞
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
や
は
り
上
ノ
国
へ
の
実
地
踏
査
を
経
た
上
で
確
か
め

る
べ
き
だ
っ
た
。

　
　

五
〇
頁
十
六
行
目　

注
（
6
）
の
あ
と
に
加
え
る
。

「
卜
純
の
名
前
が
『
卜
純
句
集
』
以
外
に
見
え
る
唯
一
の
例
」
と
し
て
い
る
が
、
早
く
井
上
宗
雄
氏
『
中
世
歌
壇
史
の
研
究　

室
町
後
期
』（
昭
和
四
十

七
年
、
明
治
書
院
刊
）
に
、

・
秋
田
県
立
本
「
六
家
集
」
は
部
類
さ
れ
て
い
る
が
、
奥
に
「
近
年
於
夢
庵
閑
窓
抄
之
、
永
正
癸
酉
〔
十
年
〕
初
冬
之
候
卜
純
写
之
間
加
筆
耳　

牡

丹
花
判
」
と
あ
る
。

・
古
聞
京
大
本
に
は
更
に
永
正
八
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
珠
念
・
卜
純
ら
が
伝
え
、
泉
・
河
で
一
覧
・
加
筆
し
た
奥
書
が
あ
り
、

と
あ
る
の
を
失
念
し
て
い
た
。
い
ず
れ
も
、
卜
純
が
道
南
・
北
奥
羽
の
旅
か
ら
帰
京
し
た
後
の
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
竹
島
一
希
氏
の
教
示
に
よ
る
。
そ
の
後
、
竹
島
氏「
卜
純
追
考
」（「
会
報
大
阪
俳
文
学
研
究
会
」45
、
平
成
二
十
三
年
十
月
）に
、
そ

の
他
の
関
係
資
料
を
紹
介
し
て
卜
純
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
京
大
本
『
古
聞
』
の
検
討
か
ら
、
滋
岡
長
松
の
『
連
歌
士
時
代
考
草
稿
』
に
見
え

る
「
卜
純
（
宗
祇
同
時
。
肥
前
人
。
永
正
九
年
十
二
月
十
四
日
ヨ
リ
、
為
卜
純
肖
柏
老
人
古
今
集
ヲ
ヨ
ム
事
あ
り
）」
の
記
述
が
根
拠
の
あ
る
こ
と
、『
元

長
卿
記
』
永
正
十
年
四
月
八
日
条
に
、
元
長
邸
で
の
連
歌
に
、
宗
碩
・
殊
全
（
珠
全
）・
周
桂
ら
と
と
も
に
招
か
れ
て
い
る
こ
と
と
と
も
に
、
早
く
か
ら

気
に
な
っ
て
い
た
『
卜
純
句
集
』
の
前
句
か
ら
他
の
連
歌
師
の
句
が
判
明
し
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
精
査
し
、『
春
夢
草
』（
書
陵
部
本
）、

『
下
草
』（
龍
谷
大
学
本
）
か
ら
、
肖
柏
・
宗
祇
と
の
同
座
を
指
摘
さ
れ
、
と
く
に
龍
谷
大
学
本
『
下
草
』
が
第
一
類
で
、
延
徳
三
年
に
は
、
上
洛
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
ま
た
、『
大
発
句
帳
』
の
「
於
周
防
紹
周
」
の
前
書
を
持
つ
「
春
の
よ
や
月
の
か
つ
ら
の
は
な
ぐ
も
り
」
の
句
が
、『
大

発
句
帳
』
で
は
「
同
」
と
あ
っ
て
、
玄
仍
の
句
と
な
る
が
、
大
阪
天
満
宮
蔵
『
雑
記
』
六
番
（
れ
一
五
―
二
六
）
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
年
次
未
詳

の
千
句
の
発
句
か
ら
、
卜
純
の
千
句
に
お
け
る
発
句
と
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、「
恐
ら
く
、
卜
純
は
最
初
は
宗
祇
門
で
あ
っ
た
が
、

宗
祇
の
死
と
と
も
に
、
宗
祇
高
弟
の
肖
柏
門
へ
と
移
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
宗
祇
門
の
兄
弟
子
で
あ
っ
た
南
部
信
義
（
梅
仙
）
の
訃
報
を
聞
き
、

そ
の
追
善
に
宗
祇
門
を
代
表
し
て
赴
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
こ
に
は
卜
純
の
力
量
を
知
る
肖
柏
の
後
押
し
も
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。」と
い
う

結
論
を
導
い
て
い
る
。
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九
四
頁
一
行
目　

本
文
の
あ
と
に
、
以
下
の
文
を
加
え
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
、
米
田
真
理
子
氏
が
栄
西
の
茶
の
遺
跡
を
検
証
し
た
い
と
の
こ
と
で
、
松
本
正
光
・
森
四
郎
・
志
藤
肇
子
諸
氏
の
車

に
よ
る
案
内
で
、
背
振
山
中
宮
霊
山
寺
跡
遺
跡
を
探
訪
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
以
前
と
違
っ
て
、
神
埼
か
ら
那
珂
川
へ
車
道
が
通
じ
て
お
り
、
そ
の
途

中
か
ら
山
道
に
入
れ
ば
、
霊
山
寺
跡
入
口
ま
で
車
で
行
く
こ
と
が
出
来
、
そ
こ
よ
り
歩
い
て
、
霊
水
石
・
水
上
坊
跡
を
見
て
、
乙
護
法
堂
ま
で
達
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
お
茶
の
記
念
碑
も
立
て
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
よ
り
栄
西
の
い
た
と
い
う
西
谷
の
石
上
坊
跡
ま
で
は
、
米
田
・
松
本
・
森
氏
が
出
向
い

た
が
、
こ
れ
は
か
な
り
大
変
な
道
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

一
三
六
頁
六
行
目　

削
除
（
四
二
〇
頁
十
五
行
目　
「
城
誾
」
→
「
城
闇
」）。

　

二
〇
三
頁
第
二
段　

二
十
行
目　
「
城
闇　
　
　

② 

420 

421 

⑮ 

136
」
→
「
城
闇　
　
　

② 

420 

421
」。

　

二
〇
五
頁
第
四
段
二
十
一
行
目　
「
信
闇
（
大
鳥
居
） 　
　

⑥ 

182
」
→
「
信
誾　
　
　

⑥ 

181 

182
」。

　

二
三
〇
頁
第
四
段　
　

二
行
目　
「
早
崎
夏
衛　
　

192 

193 

198 

199 

208 

221
」
→
「
早
崎
夏
衛　
　

192 

198 

199 

208
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
五
行
目　
「
早
野
二
郎
→
早
崎
夏
衛
」
→
「
早
野
二
郎
193 

221
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
六
行
目　
「
早
野
臺
気
→
早
崎
夏
衛
」
→
「
早
野
臺
気
→
早
野
二
郎
」。

〔
平
成
二
十
三
年
十
月
十
九
日
現
在
。
以
下
追
加
〕

　

島
津
忠
夫
先
生
が
亡
く
な
っ
て
三
年
が
経
っ
た
。

　

本
稿
「
島
津
忠
夫
著
作
集
以
後
の
著
述
目
録
・
補
訂
」
は
、
島
津
忠
夫
先
生
が
作
成
さ
れ
て
い
た
原
稿
を
、
ご
生
前
の
指
示
に
従
い
、
尾
崎
千
佳
と
米
田
真

理
子
が
校
訂
し
て
、
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
も
あ
る
よ
う
に
、『
島
津
忠
夫
著
作
集
』
第
一
巻
～
第
十
四
巻
（
平
成
十
五
年
〈
二
〇
〇
三
〉
～
平
成
二

十
一
年
〈
二
〇
〇
八
〉、
和
泉
書
院
。
以
下
『
著
作
集
』）
以
後
の
著
述
目
録
と
、『
著
作
集
』
全
十
五
巻
（
平
成
二
十
一
年
〈
二
〇
〇
九
〉
完
結
）
の
補
訂
を
、

原
則
と
し
て
『
著
作
集
』
と
同
じ
形
式
で
掲
載
す
る
。

　
「
一
、
著
述
目
録
」は
、
先
生
ご
自
身
が
作
成
さ
れ
て
い
た
目
録
に
、
先
生
の
日
記
や
手
控
え
な
ど
か
ら
見
出
さ
れ
た
著
述
を
追
加
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

ら
著
述
の
一
点
ず
つ
を
、
尾
崎
と
米
田
が
、
岐
阜
県
郡
上
市
の
古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
短
歌
図
書
館
大
和
文
庫
や
島
津
忠
夫
文
庫
（
郡
上

市
役
所
大
和
庁
舎
）
ほ
か
で
確
認
し
て
、
修
正
を
加
え
た
。
収
録
し
た
著
述
は
、『
著
作
集
』
第
十
四
巻
第
六
章
「
著
述
目
録
」
の
「
補
記
」
に
、「
著
書
、
論
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文
、
書
評
・
紹
介
、
序
跋
、
短
歌
評
論
、
随
想
・
雑
筆
」
と
あ
る
の
に
准
じ
、「「
言
霊
」「
し
き
な
み
」「
ひ
の
く
に
」「
マ
グ
マ
」
掲
載
の
短
歌
は
省
略
す
る
」

と
あ
る
の
も
同
様
に
し
た
。
た
だ
し
、「
言
霊
」「
し
き
な
み
」「
ひ
の
く
に
」
へ
の
投
稿
は
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
以
降
は
無
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
ま

た
、
先
生
の
日
記
に
は
講
演
な
ど
の
記
録
も
あ
っ
た
が
、
割
愛
し
た
。

　
「
二
、
補
訂
」
は
、『
著
作
集
』
第
十
五
巻
「
補
訂
（
第
一
巻
―
第
十
四
巻
）」
以
後
の
拾
遺
で
あ
る
。『
著
作
集
』
各
巻
の
刊
行
後
、
諸
氏
か
ら
の
指
摘
や
先

生
ご
自
身
が
気
づ
か
れ
た
修
正
点
を
、
そ
の
都
度
、『
著
作
集
』
各
巻
に
書
き
込
ま
れ
、
第
十
五
巻
に
「
補
訂
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
た
。
第
十
五
巻
刊
行
後
も
、

修
正
点
の
書
き
入
れ
は
続
け
ら
れ
、
さ
ら
に
、
平
成
二
十
三
年
十
月
十
九
日
ま
で
の
「
補
訂
」
を
、
ワ
ー
プ
ロ
で
作
成
さ
れ
て
も
い
た
。
尾
崎
と
米
田
が
、『
著

作
集
』
へ
の
書
き
入
れ
と
ワ
ー
プ
ロ
デ
ー
タ
を
照
合
し
た
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
点
数
が
未
入
力
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
、『
著
作
集
』
の
す
べ
て
の

書
き
入
れ
か
ら
、
第
十
五
巻
「
補
訂
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
抜
き
出
し
、
ワ
ー
プ
ロ
デ
ー
タ
「
補
訂
」
に
追
加
し
た
。
先
生
の
「
補
訂
」
デ
ー
タ
を

修
正
し
た
箇
所
と
、
我
々
が
追
加
し
た
補
訂
も
含
ま
れ
る
。
な
お
、
文
末
の
「〔
平
成
二
十
三
年
十
月
十
九
日
現
在
。
以
下
追
加
〕」
は
、
先
生
ご
自
身
が
記
さ

れ
た
メ
モ
で
あ
る
。

　

先
生
の
原
稿
お
よ
び
デ
ー
タ
は
、
ご
遺
族
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
日
記
や
手
控
え
か
ら
の
著
述
の
抜
き
出
し
や
、『
著
作
集
』
の
書
き
入
れ
の
確

認
は
、
娘
婿
の
藤
森
昭
氏
の
手
を
煩
わ
せ
た
。
ご
遺
族
な
ら
び
に
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
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